
風を切って颯爽と！ンマハラシー
特別賞受賞　小川陽翔さん

　2月3日、沖縄こどもの国で第17回ンマハラシー（琉球
競馬）が行われ、久米島からは３人馬が出場しました。
大岳小学校４年生の小川陽翔さんは与那国馬のムギに騎
乗し準決勝まで勝ち進みました。惜しくも優勝とはいき
ませんでしたが、審査員による特別賞を受賞しました。
人馬の装飾の美しさを評価されての受賞となりました。
ンマハラシーは戦前500年程続いていた伝統的な競馬で、
５年前に沖縄市が復活させた後は毎年開催されています。

〝いのち〟をみつめる
映画「うまれる」上映会

　町内の子育てサークル「くめじまーま」は、3月3日に
映画「うまれる」の上映会を具志川改善センターで行い
ました。「うまれる」は、４組の夫婦の物語を通して、
自分たちが生まれてきた意味や家族の絆、命の大切さな
どを伝えるドキュメンタリー映画。高校生を含む64人
が来場し、時折涙を浮かべながら鑑賞しました。くめじ
まーまの仲地倫菜代表は「ご家族で見に来ていただけた
ことがとても嬉しい、またこのようなイベントを開催し
たい」と想いを述べました。

海洋深層水高度利用について視察
岡山県経済団体連絡協議会

　岡山県経済団体連絡協議会のメンバー 10人が2月28
日、3月1日の両日、久米島を訪れ現地視察を行いました。
車エビ養殖場、海ブドウ養殖場、ポイントピュールや沖
縄県海洋深層水研究所などを視察し、海洋深層水の利用
高度化に向けた発電実証による環境負荷の低減について、
現状と実態を確認しました。また、久米島町から町の産
業と今後のエネルギー政策について説明をし、意見交換
を行いました。

夢と希望を胸に旅立ち
　3月1日、久米島高校で卒業式が行わ
れ、60人の生徒が学び舎を巣立ちまし
た。卒業生のほとんどが、進学や就職で
島を離れ、新たな舞台へと旅立ちます。
卒業式終了後の花道では、後輩や保護者
が花束やお菓子のレイなどをプレゼント
しました。また、校門や体育館前などに
は園芸科２年の草花部の後輩たちが制作
したオブジェで華が添えられました。

■離島留学3期生が卒業
　町では、島外から久米島高校への入
学生を募る『離島留学制度』を平成23
年度より行っています。3月2日はその3
期生の卒業報告会が行われました。3年
間で感じたこと、成長したこと、お世話
になった方々への感謝の気持ちを伝えま
した。感極まって涙を流す場面も多々見
受けられる素敵な報告会でした。高校か
ら親元を離れ久米島に来るという決断を
し、この地で3年間を過ごしたみなさん
を久米島町は今後も応援します！

第７回久米島町長杯第５回
JALJTAカップ
パークゴルフ大会

　2月24日、久米島シーサイドパークゴルフ場
で「第７回久米島町長杯 第５回JALJTAカップ
パークゴルフ大会」が行われました。大会には
県外から117人、県内19人、島内72人の計208
人が参加しました。当日はあいにくの天気でし
たが、参加者は新しくできたアーラコースを含
めた５コース（45ホール）を楽しみました。大
会終了後は具志川改善センターで交流会が行わ
れ、島民及び参加者の交流を深めました。

たくさん花を咲かせてね
清水小学校卒業記念植樹

　清水小学校６年生23人は２月28日、学校構内に記念
植樹を行いました。PTAの発案で北原農園の協力によ
り(通称)クメノサクラを卒業生みんなで想いを込めなが
ら植樹。「きれいな花を咲かせてね」と優しく土をか
ぶせていました。児童たちは「卒業しても枯れないよ
うに見にきたい」「花が咲いたらうれしい」と中学生
になっても記念木を大切にしたいという想いを話して
いました。

大会の順位は下記のとおり

【男子の部】
　1位　糸　数　　　将（字鳥島）スコア121
　2位　上　里　憲　男（字儀間）スコア122
　3位　新　垣　盛　共（字大原）スコア122
【女子の部】
　1位　岩　村　悦　子（那覇市）スコア128
　2位　國　吉　裕　子（字鳥島）スコア131
　3位　米　谷　栄　子（大阪府）スコア132
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